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遊びと生活経験の重要性
★延期、再延期を経て行われた運動会。大勢のお客様に見守られながら、子ども達も日
頃の力を存分に発揮することができました。皆様のご協力に心より感謝申し上げます。
子ども達の成長をどうご覧になられましたか？ 年少の遊技、年中のダンス＆プレイバ
ルーン、年長の組体操など、演技種目については運動会に向けた練習の成果による部分
もありますが、そのベースとなる基礎的運動能力や、競技種目などについては、日頃の
遊びや生活経験によるものが非常に大きいと改めて感じました。
平成24年に文部科学省が策定した「幼児期運動指針」によると、幼児期には３０種類
を超える多様な動きの獲得が必要で、これは様々な遊びと生活経験によって促される」
としています。特に、「大人が一方的に幼児にさせるのではなく、幼児が自分の興味や
関心に基づいて進んで行う事が大切」としています。例えば、「鬼ごっこ」だけでも
「歩く、走る、くぐる、よける」など数種類の運動要素が含まれており、夢中になって
遊んでいるうちに、必要な経験を得ることができます。
園長が大学院時代に御指導頂いた東京学芸大学の杉原隆名誉教授の研究によると、
全国の幼稚園児９０００人を対象にした調査で、「体操指導を受けている子どもより、
受けていない子どもの方が運動能力が高い。体育指導をすればするほど、運動能力は低
下する」という結果が出ました。なぜでしょうか？ それは「運動指導」という考え方
によるものでしょう。幼稚園に外部から体操講師が週１回来て指導する・・・などでは、
ある特定の運動や体の動きだけに偏るため、多様な動きの獲得が必要な幼児期の発達に
は適さないのです。また、講師の指示を聞き、順番を待つ間はずっと座っている事が多
いため、実際に体を動かす時間はごく僅かなのです。では、Yurikagoの「運動あそび」は
どうでしょうか？「隆大先生の運動あそび」は、踊ったり、遊んだり、チャレンジした
り、友達と協力し合ったり･･･「体を動かすことが好きになるきっかけ作り」として様々
な環境を使って楽しく行っています。そして、そこで覚えた動きを「日々の遊び」で行
うことで、一層 体を動かすことが好きになっていくのです。
文部科学省調査では「外遊びの時間が多い幼児ほど体力が高い傾向にあるが、４割を
超える幼児の外遊びをする時間が１日１時間未満」であることから、「毎日１時間以
上」を目安に体を動かすことを促しています。Yurikagoでは、遊びや生活経験の中で、体
を動かす時間は少なくとも約２時間はあります。歩数では、移転前の園庭の２倍以上は
歩いたり走ったりしているでしょう。
普段から斜面を上り下りし、凸凹の野原を駆け回って遊ぶからこそ足腰が丈夫になり、
運動会では年々走力が向上するのでしょうし、高尾山も難なく登頂することができるの
でしょう。移転から３年目を迎える本年、当時年少で入園したお子さんは、年長さんと
してこの園庭で過ごした成果を見せてくれました。これからも年少さん、年中さんにど
んな成長が見られるのか楽しみです。

高尾山遠足

年長は険しい道を敢えて選ぶ子も。楽しみながら登っているようです。

年中はケーブルを使い頂上へ。年少の頃と比べ逞しく歩けるようになりました!

年少さんも元気に歩きましたね！山の上で食べるお弁当は美味しかったね！

防災教室 「みなみ野消防署」の消防士さんにお越し頂き防災訓練！

年少 森をぬけてｼﾞｬｶﾞｰｽﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞへ
幼稚園の隣の森を抜けていくと、森の中に少年野球のグランドがあります！そこで虫探
しをしたり、お弁当を食べました！



年長 稲刈り～脱穀 大切に育ててきた稲が、金色に輝き、頭を垂れ、いよいよ
稲刈りの時期を迎えました。初めは先生が手を持ち、次からは自分一人で鎌を持ち刈っ
ていきました。収穫した稲は、昨年刈った稲わらを使って縛り、馬にかけ、一週間干し
た後、千歯扱きと足踏み脱穀機を使って脱穀しました。もみすり・精米を終えたらいよ
いよ収穫祭「おにぎりパーティー」です！

年長 多摩森林科学館へ
いつも当園の「森のようちえん」活動や、森林教育でお世話になっている多摩森林科
学園の大石先生にレクチャーして頂き、幼稚園の森とは違う様々な植生の森で樹皮、落
ち葉、実など、様々な森の恵みと触れ合いました。館内では昆虫、動物や、森にまつわ
る展示を楽しみました！ムササビの巣箱も観察しました。今度幼稚園に作りますよ！

大石先生から森についてレクチャー。ドイツトウヒの実。鳥の声が。スチール社のチェーンソーレプリカは
大人気！！

年中アトリエ 木の実を貼って素敵な作品ができました。

稲刈り親睦会 <鉄腕クラブ＞
親子で育ててきた棚田の稲。いよいよ収穫！棚田３枚分の餅米と、１枚分のうるち米を
収穫し、最後は豚汁を食べて収穫を祝いました。今後、秋祭りで脱穀を行い、その後、
精米までの作業は園で行い、参加された皆さんにお渡しする予定です！
※稲刈りは「畦塗り体験」か「田植え」に参加された方にのみご案内しております。

里いも
年中・長さんは、保育
室前のプチガーデンで
育ててきたエビイモ、
サトイモを収穫して茹
でていただきました！

陶芸用 赤土採取

年長が陶芸の野焼きで
使用する粘土。今年は
すすき広場の地面を掘
り、赤土を採取しまし
た。さすが、焼き物が
栄えた場所（相原・七
国）です！よい土が採
れました。

中国の幼稚園園長先生方が視察訪問 八王子市長 表敬訪問

キッズデザイン賞 内閣総理
中国から2団体60名の園長 大臣賞と､ビオトープコンクール
先生が視察に。子ども達も 国土交通大臣賞受賞の報告に
「ニイハオ！」 石森市長を表敬訪問しました。


